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１．研究概要（目的・狙いなど） 

今日の我が国の農業現場は、就業人口の減少や高齢化に伴って様々な問題が生じている。その一例としては後継者不足によ

る農地減少、最新技術の活用の難化、食料自給率の低下などが挙げられる。この現状が続いていけば、我が国の農業は衰退

の一途をたどってしまう。私たちはこの現状を解決するために若者の就農者を増やすことに着目した。しかし、農業は若者の職業の

選択肢の中に入ってないのが現状である。そこで、私たちは若者が農業を職業の選択肢に入れるためには、まず若者に興味を持

ってもらうことが重要だと考えた。これらを踏まえたうえで私たちは農家へのアンケートやインタビュー、論文、事例を調査し、解決策

を探っていった。そして、ここから得られた情報から私たちは新しい農業の普及方法を提案していく。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

古来、我が国は農業大国であった。しかし、近年我が国の農業就業人口は年々減少しており、高齢化も進んでいる。これに伴っ

て農地減少や最新技術の活用の難化、食料自給率の低下などの問題が生じている。だが、農業の市場は常に一定の需要があ

り、無くしてはならないものである。そのため、政府はこの問題を解決するために様々な政策を打ち出している。また、以前は労力

を必要としていた農業も農機具の機械化によって改善されてきている。だが、これらの改善がありながらも減少が進んでいる現状は、

農業の魅力を伝える場が少ないことに起因すると私たちは考えた。そして、私たちはこの現状を踏まえたうえで研究を進めていく。 

 



３．研究テーマの課題 

私たちの研究の課題は若者の農業に対する意識が低いということである。研究を行っていく上で若者に対してアンケートによる農

業の意識調査を行った。その結果、7 割の方が農業に興味がないと回答した。その理由としては、「大変そう」「天候に左右される」

「虫がいるから」などが多く挙げられた。この結果から農業を若者の職業選択肢の一つに入れてもらうためには、農業に対する意識

を変えていくことが重要であると感じた。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

私は上記にある若者の農業への意識を変えるにはどうするべきかを討論した。まずは下記の画像をアンケート回答者に提示し、そ

の意識の変化について調査した。その結果約６割の回答者からの意識の変化が見られた。私たちはこの結果から若者は農業に

全く興味が無いのではなく、魅力を伝えることができれば職業選択肢の一つに入れてもらえると考えた。これらを踏まえて私たちは

農業の魅力を伝える場として、キッザニアのようなテーマパーク型職業体験施設に農業体験ブースを設けることを提案した。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

１．実際に農業を行っている方にインタビューを実施 

調査目的：実際の農業の現状を知るため 

調査場所：オーガニック夕ぐれ市、尾関農園 

調査実施日：8 月 7 日、9 月 8 日 

回答者数：4 

調査手法：インタビュー 

 

２．若者の農業に対する興味を知るためアンケート調査を実施。 

調査目的：若者は農業に対して興味があるのか、また無い場合の理由を明らかにすること 

調査対象者：18 歳～44 歳の男女  

調査期間：9 月 25 日～10 月 9 日 

有効回答数：133  

調査手法：Google フォームを活用し、Web 上でアンケートを実施 

 

６．結果や今後の取り組み 

私たちは実施したインタビュー、アンケートから農業の現状や魅力、若者の意識改革の重要性などを知った。農家からお聞きした

現状は一部過酷なものがあったがそれ以上に農業には大きな魅力があることがわかった。また、アンケートからも上記のように良い

回答が得られたため、この魅力を伝えることができれば農業が若者の職業選択肢の一つになれると私たちは確信している。そして

私たちは魅力を伝えるための活動を今回だけで終わらせず、継続していくことで農業人口の減少を食い止めていきたい。 
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